
太
田
敦
議
員
は
代
表
質
問
に
立

ち
、
防
災･

コ
ロ
ナ
対
策
優
先
の
県

政
運
営
に
つ
い
て
知
事
の
所
見
を

た
だ
し
ま
し
た
。

五
條
市
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

２
０
０
０
㍍
の
滑
走
路
を
備
え
た
大
規

模
広
域
防
災
拠
点
に
つ
い
て
、
太
田
議

員
は
「
２
０
０
０
㍍
の
滑
走
路
に
６
０

０
億
円
も
の
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
は

県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
」
「
南
海

ト
ラ
フ
大
災
害
へ
備
え
る
と
い
う
な
ら
、

初
動
体
制
の
強
化
や
地
域
の
身
近
な
消

防
防
災
体
制
の
強
化
こ
そ
が
必
要
」
と

主
張
し
、
整
備
計
画
の
見
直
し
を
求
め

ま
し
た
。
荒
井
知
事
は
、
「
駐
屯
地
誘

致
よ
り
防
災
設
備
を
優
先
せ
よ
と
い
う

共
産
党
の
提
案
に
は
賛
成
」
と
し
な
が

ら
も
、
２
０
０
０
㍍
の
滑
走
路
整
備
に

つ
い
て
「
隣
の
和
歌
山
県
や
三
重
県
の

知
事
か
ら
歓
迎
さ
れ

て
お
り
、
政
府
へ
の

要
望
で
補
助
が
認
め

ら
れ
た
ら
整
備
費
用

の
７
割
が
国
庫
負
担

と
な
る
」
と
述
べ
、

推
進
す
る
立
場
を
崩

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
県
が
す
す

め
る
地
域
医
療
構
想

に
つ
い
て
太
田
議
員

は
「
病
院
や
病
床
数

削
減
に
つ
な
が
り
推

進
す
べ
き
な
い
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
優
先
す
る
べ
き
」

と
主
張
し
ま
し
た
。
荒
井
知
事
は
、
同

構
想
の
議
論
が
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
活

か
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
最
優
先
に
し
な
が
ら

議
論
を
す
す
め
て
い
く
と
答
弁
し

ま
し
た
。
太
田
県
議
は
せ
め
て
コ

ロ
ナ
禍
の
下
で
病
院
に
負
担
の
か

か
る
地
域
医
療
構
想
の
議
論
は
延

期
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

太
田
議
員
は
こ
の
他
、
ウ
ン
カ

に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い
て
質
問

し
、
荒
井
知
事
は
被
害
の
実
態
を

把
握
し
対
策
に
役
立
て
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

今
井
光
子
議
員
は
一
般
質
問
で
、
２

０
２
０
年
10
月
に
批
准
国
が
50
ヵ
国
に

達
し
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
た
核

兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
「
問
題

は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
が

参
加
し
て
い
な
い
こ
と
だ
」
と
指
摘
。

政
府
に
批
准
を
求
め
る
べ
き
と
知
事
の

考
え
を
問
い
ま
し
た
。

荒
井
知
事
は
「
核
兵
器
廃
絶
は
平
和

を
願
う
人
類
共
通
の
願
い
」
と
し
つ
つ

も
「
外
交
と
防
衛
は
国
の
専
決
事
項
で

あ
り
、
県
知
事
が
申
し
上
げ
る
立
場
で

は
な
い
」
「
県
が
取

り
組
ん
で
い
る
東
ア

ジ
ア
地
方
政
府
会
合

は
平
和
で
安
定
し
た

東
ア
ジ
ア
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
踏
ま
え
た

学
校
運
営
を

ま
た
、
今
井
議
員
は
コ
ロ
ナ
禍
で
子

ど
も
た
ち
の
権
利
が
制
限
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
念
頭
に
「
子
ど
も
の
権
利
条
約

は
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を
尊
重
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
」
と
紹
介
。
県
立
高

校
の
多
く
が
「
生
徒
心
得
」
と
し
て
頭

髪
や
服
装
に
厳
し
い
制
限
を
設
け
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
「
子
ど
も
の
意
見
表

明
権
を
踏
ま
え
、
校
則
の
内
容
は
子
ど

も
の
意
見
を
尊
重
し
て
定
め
る
べ
き
」

と
教
育
長
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

吉
田
教
育
長
は
、
生
徒
会
か
ら
の
提

案
や
投
票
で
髪
型
や
服
装
の
制
限
を
な

く
し
て
い
る
学
校
の
実
例
を
紹
介
し
、

校
則
に
つ
い
て
「
児
童
生
徒
の
実
情
や

社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
積
極
的

に
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

２０２１年１、２月 日本共産党奈良県議会だより （１）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

は
深
刻
な
状
況
で
す
。

専
門
家
の
意
見
に
耳
を
貸
さ
ず

「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
固

執
し
感
染
を
広
げ
た
政
府
の
責
任
は

重
大
で
す
。
ま
た
、
国
民
に
は
制
限

を
求
め
な
が
ら
政
府
ト
ッ
プ
や
自
民

党
国
会
議
員
ら
が
会
食
や
会
合
を
重

ね
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
公
費

に
よ
る
社
会
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
の

拡
充
、
中
小
業
者
へ
の
十
分
な
補
償
、

奮
闘
す
る
医
療
機
関
へ
の
抜
本
的
な

支
援
な
ど
で
す
。

昨
年
、
政
府
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

が
進
行
す
る
な
か
で
、
連
日
奮
闘
を

続
け
る
医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設

の
従
業
者
に
慰
労
金
を
支
給
す
る
と

決
め
、
公
表
し
た
の
に
、
こ
れ
ら
の

支
援
を
奈
良
県
が
関
係
者
に
昨
年
中

に
交
付
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
。

交
付
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
で
し
た
。

ま
た
、
奈
良
県
が
医
療
施
設
、
老
人

保
健
施
設
従
業
者
約
10
万
人
へ
の
公

費
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
お
こ
な
う
と

し
て
補
正
予
算
を
組
ん
だ
も
の
も
、

昨
年
度
中
に
は
ま
っ
た
く
実
行
さ
れ

ず
、
今
年
に
な
っ
て
や
っ
と
一
部
の

市
で
開
始
さ
れ
た
だ
け
で
す
。

県
民
の
命
と
健
康
を
守
る
政
治
の

責
任
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
不
要
不
急
の
事
業
を
見

直
し
、
検
査
、
医
療
、
補
償
な
ど
の

コ
ロ
ナ
対
策
に
県
の
予
算
を
振
り
向

け
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こそ不要不急の事業を見直し、
民の命と健康を守る県予算に！

２
０
０
０
㍍
滑
走
路
建
設
は
不
要
で
す
。

広
域
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
を
最
優
先
に
！

核
兵
器
禁
止
の
流
れ
日
本
で
も

今
井
光
子
議
員
が
一
般
質
問

核
兵
器
禁
止
条
約
１
月
22
日
発
効
！

１１月定例奈良県議会報告



２
０
２
０
年
11
月
19
日
に
奈
良
県
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
開
か
れ
、
２
０

２
１
年
４
月
か
ら
の
運
営
方
針
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は…

①
保
険
料
の
計
算
に
使
用
す
る
収
納
率

を
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
実
績
に
よ
る
算
定

か
ら
「
一
律
化
」
（
市
97
％
町
村
99
％
）

に
変
更
。
こ
れ
に
満
た
な
い
市
町
村
は
保

険
料
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

②
「
財
産
調
査
、
差
し
押
さ
え
、
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
積
極
的
に
」
と
す
る
収
納

対
策
強
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。
長
期
間

の
少
額
分
納
を
禁
止
し
「
原
則
１
年
以
内

の
分
納
」
へ
。
短
期
証
は
原
則
１
か
月
。

③
保
険
料
・
一
部
負
担
金
の
減
免
は
基

準
を
統
一
し
、
市
町
村
独
自
策
を
認
め
な

い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

奈
良
県
は
、
現
在
市
町
村
ご
と
に
定
め

て
い
る
保
険
料
を
２
０
２
４
年
度
に
統
一

化
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
運
営

方
針
改
定
は
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た

も
の
で
す
。

市
町
村
に
よ
っ
て
住
民
の
平
均
所
得
や

医
療
提
供
体
制
に
違
い
が
あ
り
、
健
康
づ

く
り
対
策
も
様
々
で
す
。
国
保
加
入
者
は

非
正
規
雇
用
や
年
金
生
活
者
が
多
く
、
保

険
料
を
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
実
態
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
市
町

村
ご
と
に
独
自
の
施
策
が
具
体
化
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

一
律
に
市
町
村
の
取
り
組
み
を
禁
じ
、

硬
直
的
な
対
応
で
「
収
納
率
」
の
み
を
追

及
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
す
。

み
な
さ
ん
と
共
に
声
を
あ
げ
、
改
善
へ

奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

人
事
院
の
一
時
金
削
減
勧
告
を
受
け
、

奈
良
県
人
事
委
員
会
は
県
職
員
の
期
末
手

当
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
勧
告
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
11
月
議
会
に
一
般

職
員
の
期
末
手
当
を
引
き
下
げ
る
条
例
改

正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
に
よ
る
、
一
般
職
員
一
人

当
た
り
の
平
均
削
減
額
は
０
・
１
月
分
の

３
万
９
０
０
０
円
。
全
国
41
道
府
県
が
０
・

０
５
月
で
、
改
定
し
な
い
県
も
４
県
あ
る

中
で
、
０
・
１
月
の
引
き
下
げ
は
東
京
都

と
奈
良
県
の
み
。
奈
良
県
は
突
出
し
て
い

て
、
こ
れ
に
よ
り
期
末
手
当
は
近
畿
２
府

４
県
で
最
低
額
と
な
り
ま
し
た
。

他
の
全
て
の
会
派
が
賛
成
。
日
本
共
産

党
の
小
林
照
代
議
員
は
反
対
討
論
に
た
ち

「
引
き
下
げ
は
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

低
下
を
招
く
。
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と

で
業
務
量
が
増
え
る
中
、
県
民
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
懸
命
に
働
い
て
い
る
職
員

に
冷
や
水
を
あ
び
せ
る
も
の
」
「
引
き
下

げ
は
、
民
間
に
も
影
響
し
、
す
べ
て
の
労

働
者
の
賃
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
奈
良
県
経
済
を
一
層
冷
え
込
ま
せ
る

こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
の
中
で
懸
命

に
奮
闘
し

て
い
る
職

員
の
頑
張

り
に
応
え

る
べ
き
」

と
条
例
改

正
に
反
対

し
ま
し
た
。

２０２１年１、２月 日本共産党奈良県議会だより （２）

奈良県知事 荒井正吾 様

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策の申し入れ
（第８次）

２０２１年１月１４日

日本共産党 衆院奈良１区国政委員長 谷川和広

衆院奈良２区国政委員長・党奈良県コロナ対策本部長 宮本次郎

日本共産党奈良県会議員団 山村幸穂

今井光子

小林照代

太田 敦

新型コロナウイルス感染拡大防止対策に昼夜を分かたずご尽力いただいている

ことに感謝と敬意を表します。

政府は昨日、首都圏に続き関西３府県を含む１１都府県に「緊急事態宣言」を

拡大しました。奈良県は、大阪府･兵

庫県･京都府と隣接しており、通勤･

通学をはじめ日常的な往来は避けら

れません。「緊急事態」と同等の強

力な感染防止対策が求められます。

県民の不安をとりのぞき、医療の

崩壊を防ぐために、以下の点につい

て早急な対応を求めます。

記

１，大阪･兵庫･京都などへの通勤や往来を避けられない方など、希望する県民が

ＰＣＲ等検査を受けられるよう対象を拡大し、検査体制を強化すること。

２，関西財界へ、大阪･兵庫･京都などに通勤している労働者のテレワークを推進

するよう申し入れること。

３，医療機関、介護･福祉･保育施設、学校など、集団感染によるリスクが高い施

設に勤務する職員、入所者、出入り業者などへの定期的なＰＣＲ等検査の拡

充をおこなうこと。

４，感染防止のために、現場の最前線で追跡や入院調整などを行っている保健所

の人員体制を抜本的に強化すること。

５，政府による医療･介護従事者への慰労金支給が大幅に遅れており、奈良県の

支給額は全国ワーストである（12月15日現在、医療分＝右表参照）。早急に

支給する手立てをとること。

６，コロナ対応病床の占有率が、国の指標で「ステージ４」にあたる５０％を超

え、現場の医療機関は疲労･逼迫し通常医療への影響が心配されている。こう

した中で減収が続く医療機関が倒産の危機にある。県民医療を守るために、

政府に対し緊急に減収補填を求めること。

７，奈良県が行っている「いまなら。キャンペーン」は中止すること。

８，観光や飲食、その関連業者など、自粛による影響を受ける事業者へ、事業規

模や形態に見合った十分な支援を行うこと。

９，持続化給付金や、雇用調整助成金特例措置の継続を国に求めること。

10，地域ごとの感染状況、受診や検査のできる医療機関の情報、有効な感染防止

策（マスクの正しい使用方法等）などをわかりやすく県民に知らせるととも

に、知事が先頭にたって対策強化を発信すること。

以上

2020年12月15日時点：厚生労働省

件数（件） 金額（万円）

北海道 ５３４６ ２７１８２１３

青森県 １１４９ ２７２４６０

岩手県 １１７９ ３３６５３１

宮城県 ２５１９ ５１５６５０

秋田県 １４６１ ３０７０１５

山形県 １１２７ ２９５２５３

福島県 ２２７５ ６６９５０２

茨城県 ２６８７ ６３６３７２

栃木県 ２４８６ ５８３５１０

群馬県 ２３８５ ６０６６７２

埼玉県 ５６８２ １６２７６０１

千葉県 ５４６４ １３３０９１４

東京都 １９１８４ ４１７８９７２

神奈川県 １０２１０ ２２８６０１０

新潟県 ２３１７ ６３９７０１

富山県 １１８７ ３９０５５０

石川県 １１１２ ３８８７１０

福井県 ９１２ ２１５０００

山梨県 １１３５ ２７９７７４

長野県 １９２３ ３９８９１０

岐阜県 ２２２２ ５４８３１１

静岡県 ３９８３ ６９８３７５

愛知県 ７２６３ １４５５８８３

三重県 ２２２７ ５１５５１３

滋賀県 １４９２ ３７２８８３

京都府 ３５１３ ９４２２８３

大阪府 １４８６４ ２５０６７３１

兵庫県 ６５４３ １７１５１８７

奈良県 １４０９ ６４５４５

和歌山県 １３６２ ３９０４１２

鳥取県 ６９０ １６９０１０

島根県 ７７８ ２９０６７０

岡山県 ２５５３ ７５９８３６

広島県 ４３５８ ６８８４４７

山口県 １８２９ ４５０２４９

徳島県 １５７２ １７６６７０

香川県 １３０９ ２６４９４８

愛媛県 ２１５９ ４７４２２７

高知県 １０４７ ３４０４５５

福岡県 ８６１１ １８２３９６０

佐賀県 ２９８４ ２８１８６３

長崎県 ２６３０ ５１７０５５

熊本県 ２７７５ ６５０４８２

大分県 ２２４９ ４５８７９０

宮崎県 １８２２ ３９４０８５

鹿児島県 １８８９ ４６５５０９

沖縄県 １６０５ ３２６６１２

合 計 １５７４８７ ３６４１９３３１

新型コロナウイルス感染症
緊急包括支援交付金（医療分）
従事者慰労金交付事業交付実績

医療従事者に交

付される慰労金が届き

ません。そのはずです。

奈良県は全国の、桁違い

のワーストになって

いました。

国
民
健
康
保
険
・
運
営
方
針
見
直
し

県
に
よ
る
硬
直
的
な
「
収
納
対
策
」
で

県
民
に
大
き
な
負
担

「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
奮
闘
す
る

職
員
の
頑
張
り
に
応
え
る
べ
き
」

一
般
職
員
一
時
金
引
き
下
げ
に
反
対
ー
小
林
照
代
議
員
が
討
論

社会的ＰＣＲ検査の抜本的拡充と医療福祉、中小業者への十分な補償を

奈良県知事に対して２０２１年度予算編成に関する

要望書を提出しました。皆さんから寄せられた２８８

項目を要望しました。【左写真】

知事と懇談し、コロナの感染拡大が広がる中で、緊

急性、必要性がない事業を見直し、新型コロナ対策に

まわすことや補正予算などで予算化されている取り組

みを速やかにおこなうことなどを求めました。

厚
生
委
員
会
で
山
村
幸
穂
議
員
が
指
摘


